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「川畜一泊旅行感想記」
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その日は透析を終え、マイクロパスで釧路を出発、目

的地へ、途中、･硫黄山、晦周湖1次どを見学し。川湯へ向

った。

　

宿lこ珊ぐと、各白「フロ」に入ったり、外ｒ散歩ｒ出

かけ今やして時間を過したあとで夕食にたり、食亭の後

、そ･の塀で会合を囃き、他地阿の腎友会の人と、各地区

のｔやみ、哩声点、活喘状況などを話し合μ、一日目社

稗った。

　

次の日は。/Cﾌ時ｒ宿を出発して釧路へと向い、途中

ＯＫ牧場ｒて昼食とたった。いつも食欲があまり政い人

も「気分が変」わり、皆んたで「ワイワイ」言いながら

、お愈か一杯食事が出来、楽しい一一泊二日の旅行が終っ

た。

　

私が期待していた同じ病気の人とｒいろん･尨話をした

り」皆ん゛a:で楽しく「食筝」が出来たことが一番思い出

Ｋｔ!ﾝました。

　

これから･も、この様々催しを数多く行なって哩しいし

、今回套加出来ヽなかった人も次は参加して蔭しいと思い

ます

　　　　　

「一泊旅行の感想文」

　　　　　　　

市立病院

　　

。金

　

井

　

英

　

疸

　

夕月／・ｊ日に一泊旅行Ｋ行きましたが、透析の後で

も疲れませんでした。

　

最初眩「嘩海湖Ｊｒ寄!7･ました。ちよっと雲っていて

あのす､ばらしい「七色」は見えませんでした。

　

次忙･F･硫黄山」ｒ寄って「タマゴ」を食べてヽホテル

ｇ:･行ぎました。夕食紅ｒまあまあＪで一寸「シヨツパ」

かったでず。でも、がんぽって食べました。

　

帰り拉昼食Ｋｒバイ’キング」を食ぺました。「焼｡肉」

をｆパンパン」食べて「タンパク」が充分すぎるぐらい

取れました｡。多分「血圧」もか左りあがったと思います

　

ほんとうｒ楽しい旅行でしたｏ来年はどこｒ行くか楽

しみです・
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皆様ｒ満足のいくお世話は出来ませんでしたが、皆様

の協力ｒより多勢の方々Ｋ出席していただき、安沖会が

有意義Kmrした事仮:対し、唯くお礼申しにけます。

　

交流｡会の幹事紅来年から三地Ｘ持回!｝で実施する事に

｀なりヽ来年社「幣広｡1さんが担当します。幹事の仕斟（

準備）が順爾Ｋ進みますよう皆様方の協力を切忙お斌φ

申し上げます。

　

紺丿郷り･一番苦労することは、翁加人揖の定１らない事

です。私達の人生社「爆弾」をふかえているようなもの

で、いつ･爆発するか･わからたい。出席と申し込んでおき

、当日lｔｔつて欠席と豪る事もあ９ｉす。せめて欠席

がわかつたら午前中Ｋは連絡をいただきたい。

また、各地区の集合にしても欠席と左る場合は、連絡

場所を定めておき、出発何には連絡しょう。沸絡がー

jlと４らφし41，ダｉしょうと、無用の時間を待た

政ければ五りません。

　

交流会（各地区会合忙しても同じ）が有意鴫忙終･「

ずるか、し忿いか、幹聯の蔵叱いｊヽんで々。これも袴

梯の郎力冷くして汐咬できません。柳秘一人一人が主

人公です。どうぞよろしぐ郷力方お嘴仏申し上げます。

　

林田クリニックの先生｡及び婦侈さん忙はお忙しい中

を参加してりＱただき、変済｡会の意義を一層深くしてい

ただき、紙面を借りてほぐお礼申し上げます。
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意義「終る」

　

九月一日、ヽ各地区j･ヽらそれぞれが阜ま･り、午後六時

より釧路地区の早坂事務局長０司会ｒよ!?各地｡区代表

の埃拶、各人の自己紹介０あと、帯広の梅津会長の音

頭によｐ「末長く伶康」である眼を祈念し「カンバイ

」をし、会食と友多ました。

‥‥会食の一後ぐ一良一合ｒ人町’有無『区-り７実－r薇‾‾Ｆて‾果奪取葺

の交流会の方法。場所等を討鼠し、自由な話し合いと

｀な!7ました。

　

特Ｋ今回ほが路の林田先生が参加して下さったので

病気忙対する専門的ｔ質黙が飛び出し
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透析のスタッフは何人位か適当か

　

テク＝シャンの職務範囲は

　

死が明らかき場合でも区析は必要か

　

透析後、足が動かヽなくたった人が居るけれども、

　

治る可能性があるか

などの質議が出され、それぞれｒついて林田先生が

埴切ｒ寧忿説明をして下さＶ３まして即席の透析勉強会

のようで、非常に有意義な会合で緋カました。

　

林田先生も御広・北見の患者さんｒは始めて合う事

でもあ!7、透析後７、ぎ年の人ぶ健康人以上に顔色が

良く、ヘマトが高いことｒ紅刄いていましたＧ

　

自一由時間Ｋは日項の苦労話ぞ翁験銕-を･話’い合い。･温

泉でrｚヽダカの付合い」をした一泊の交流会も終!7、

来年は阿寒湖畔で再会する事を楽しみＫ各自それぞれ

の家照収:ついた。
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ここ79ニこ1,｡-・スを四題湘知らせします。

留糸臨㎡ﾒﾚ､（ふｔといｗｘ会よ。

○かねてよ（歯蜘市立総合病震内lに人工腎臓透

析窒の拡一張および増床を留萌市議会に｡謂願のと

ころ、このたび採択となり４来る昭和ぶ夢年が

月新築着工、７月/完成予定と岩りました。

誠によろこぱし卜事で

　

これが完成の時は、留

萌地方に在住しながら他の都市でやむな《透析

を受けている､患者さんたちも自宅よ･昨通･院が可

能になるでしょう。

生活的にも゛職業的にも ありほすが、その悩

みがいく分で'も緩和されればこれにすぎる‘もの

はありません。

○今年j･月発病（昭和､ﾀＪ年）。現在、週了回

／回ぶ時間Ｊ∂分の透析を受けなから自家営業

として食品販売業に従事（健康時は消防組合職

員）しておられる簿木理氏（ｊ∂才うがこの度

結婚なさることになりました。

新婦は羅畑京子さん（｡2ぶ才）。とても美しい

方と聞いております。／月２ぶ日挙式予定です。

彼女へ透析治療を度々見学し暖かい理解を示し

目下食事等の栄｡養学ｘ.｡｡透析食のメニま一等けん
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I%■・
命に猛勉強申です９ら｡よな≪良き花嫁さんとな

られIることでしょう｡。

　

。ﾆ｡り

　

■

私たち腎友会一同も喜びをもって吉日をま’つて

おります。皆様もここの若い二人に幸多がれと祈

つて下さい。

札幌発‥6・●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1し･
道腎協事務局長、阿部隆氏が去る／／'月

/。2日。博友会の仲間である渡辺千鶴子さ

んとご結婚されました。

　　　　　　　

卜

細川氏、留目氏がお･祝いに出席されまし芯

両氏のお話によりますと√お二人共幸せい

っぱいのとても素階､しい祝宴とのことでし

た。
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・

励まし合って朋‘るい家蔭を‥‥と声もつま

りがちのお二人でした。

皆さんからの祝電、心からお礼申し上げま

す。

　

北見発‥‥‥
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北見ブロックオホーツク腎友会

　

の会長

　

中原弘昌氏が/。2月｡2

　

2日

　

、かぜで入院中のところ

　

突然お亡くなりになられました。

　

中原氏は昭和j’ｊ年ぷ月か･Iら道

　

腎協･に入会され、以来儲力的に

　

活動され

　

持ち前の明るくたの

　

もしいお人がらに私たちも力強

　

く感じていたところでした。

　

今回の通院･交通費の件について

　

も小掘道議に力強く働きかけ、

　

ｌ釧路の伊藤議員の働４と柿なつ

’卜てこの度の採択に至った仕第で

　

す。生前の中原氏の会遍動に対。

　

する情熱と誠意に対し会員一同

　

よりご哀悼申し上げます。

　　

・

　

意志（遺志）を引き継いでか’ん

　

ばって行きましょう。

　　

く
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